



















































(1) Protokolle der Kommission fir die Zweite Lesung des Entwurfs des Biirgerlichen 
Gesetzbuchs. Bd. ]I. Sachenrecht. Berlin, 1889, S. 777. （以下， ProtokolleE と略
す。〉
(2) Protokolle IlI, S. 777. 
(3) Entwurf eines biirgerlichen Gesetzbuches fir das Deutsche Reich. Erste Lesung. 
ausgearbeit durch die von den Bundesrathe berufene Kommission, 1888. 
(4) Motive zu den Entwurfe eines Biirgerlichen Gesetzbuches fir das Deutsche 

























(5) Vgl. Motive il, S. 573-578. 
(6) Motive il, S. 578-579. 
(7) 本稿第2章第1節注但）（「富大経済論集」 24巻3号（昭54)60頁〉参照。
(8) Motive TI, S. 579. 


























制以下， Protokolle][, S. 780-781. 






























(13) Protokolle ][, S. 781. 
凶 B.Mugdan, !Die Gesamten Materialien zum Biirgerlichen Gesetzbuch fir <las 



























(15）恥1ugdan,a. a. 0., S. 989. 
(16) Protokolle J[, S. 599-600. 




























。功 Planck’sKommentar zum Burgerlichen Gesetzbuch nebst Einfohrungsgesetz, Bd. 






















(1) Verhandlungen des Zweiundzwanzigsten Deutschen Juristentages, Bd. l, 1892, 
s. 482. （以下， Verhandlungen22. DJT.と略す。〉
(2) Verhandlungen 22. DJT. Bd. 1, S. 444f. 
(3) Verhandlungen 22. DJT. Bd. l, S. 446ff. 
(4) Verhandlungen 22. DJT. Bd. 1, S. 457ff. 
(5) Verhandlungen 22. DJT. Bd. 1, S. 480. 
(6) Verhandlungen 22. DJT. Bd. 1, S. 485£., 490. 
(7) Verhandlungen 22. DJT. Bd. 1, S. 483. 
(8) Verhandlungen 22. DJT. Bd. 1, S. 485. 
























(10) Verhandlungen 22. DJT. Bd. 1, S. 495. 
(1) Ver・handlungen22. DJT. Bd. 1, S. 498. 
（ロ：） Verhandlungen 22. DJT. Bd. l, S. 527f. 
ω 以下， Verhandlungen22. DJT. Bd. 3, S. 22-31.による。
（凶 ギールケは，有効な方法として，国家が定期金銀行Renten bankにより資金を供給
しつつ， 「土地所有の元本負債を実質的に制限すること，それゆえ法律により負債を

























。日 ギー ルケは，次のように言う。 「ドイツにおいて， 『抵当権』として登記されてい
るすべての地位 Postのうち圧倒的多数である経済的に非常に重要な制度は，その経
済的意味，すなわちその現実の意、義を鑑みれば，独立的な物的元本債務である。この
点につきすべての報告は一致している。」（Verhandlungen22. DJT. Bd. 3, S. 26.) 
























（間以下， Verhandlungen22. DJT. Bd. 3, S. 33ー 34.による。
(18) 以下， Verhandlungen22. DJT. Bd. 3, S. 34-44.による。
ω ヴェー パー は， 「土地債務は，それが1872年以来機能しているプロイセンにおいて
も，これまで全く僅かしか……利用されたにすぎなし、」と指摘している（Verhandlu司



















































(20 Verhandlungen 22. DJT. Bd. 4, S. 408-409. 
(1) 委員長は，帝国司法省次官のニィベノレデ、インクであり，プロイセン，パイエルン，
ザクセン，ヴェルテンベノレク，パーデン，ザクセン，ハンザ諸都市の代表からなって
し、た（羽T.Schubert, Die Entstehung der Vorschriften des BGB iiber Besitz und 
Eigentumsiibertragung, 1966, S. 52.）。
(2）重要な変更は，社団法と国際私法に関するもので、あった（Schubert,a. a. 0., S. 52）。
(3) 当初，帝国政府は，第3草案が一括採択されることを望んでいた（T.Vormbaum, 




















Stenographische Berichte des Reichstag des Deutschen Reiches, 1895-1897, S. 705 
-710. 
(5) 社会民主党は，第2，第3読会にて，アウエル代議土の名で，計94の修正動機を提
出したが，ほとんど例外なく否決されたI(Vormbaum, a. a. 0., S. XLI Anm.例〕c
(6) シューベルトは，「民法典が社会民主党の考えるところでは，どのようなものなのか
































各1名である（Vormbaum,a. a. 0., S. 124 Anm. (5）。



























(10) Stenographische Berichte des Reichstags des Deutschen Reiches, 1895-1897, 
s. 713-714. 
仕1) Stenographische Berichte des Reichstags des Deutschen Reiches, 1895-1897, 
s. 721. 




























Gesetzbuchs und Einfiihrungsgesetzes nebst Zusammenstellung der Kommissionsb-



























(13) J. W. Hedemann, Die Fortschritte der Zivilrechts im XIX Jahrhundert, 2. Teil 





























長期信用の担保にも，土地債務が進出してきている（F.Baur, Lehrbuch des Sache-

























あり（ヌスパウム＝宮崎・前掲書302頁），現在も同様である（Baur,a. a. 0., S. 426）。
その原因は，第1に，所有者に一方的解約権を認めたこと，第2に，所有者が人的責
任を負っていないこと，にある（ヌスパウム＝宮崎・前掲書302頁以下， Baur,a. a. 
0., s. 426）。第1の点については，第2委員会で議論されたところであるが，結果的
には，小数意見の危J倶が当っていたことになる。
-107ー
ため，それを全ドイツ的なものに普遍化したことになるが〈不動産担保法の統
一化〉，流通＝投資抵当権それ自体の持つ法的，経済的意義は，プロイセγ所
有権取得法の場合と比べると変容し，その積極的意義は後退していた，といえ
よう。ドイツ民法典の不動産担保に関する規定は，結局， ドイツにおける不動
産担保法制の歴史的遺産と不動産担保法制の多様性に引きずられた，妥協的産
物であるといえるO これは，まさに， ドイツ民法典の編纂態度と軌をーにして
し、る。 〔完〕
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